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建設環境委員会会議録 

 

平成２５年１１月１４日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１０時５８分閉議（実時間 ５８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

 ・生活環境に関する諸問題の調査 

  （八代市環境センター建設事業の進捗状況

について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  太 田 広 則 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 環境部長      宮 川 正 則 君 

  環境センター建設課長 小 橋 孝 男 君 
 

                              

○記録担当書記    松 本 和 美 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 定刻となり定足数に達しましたので、ただい

まから建設環境委員会を開会いたします。 

 本日は、生活環境に関する諸問題の調査を議

題とし、調査を進めます。 

                              

◎所管事務調査 

・生活環境に関する諸問題の調査（八代市環境

センター建設事業の進捗状況について） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、八代市

環境センター建設事業の進捗状況について、執

行部から発言の申し出があっておりますので、

これを許します。 

○環境部長（宮川正則君） 委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、宮川環境部

長。 

○環境部長（宮川正則君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 本日は、建設環境委員会を開いていただき、

ありがとうございます。９月定例会で環境セン

ター建設につきましてのお答えをさせていただ

いておりますけども、その中で債務負担行為に

つきまして、１２月議会での御提案をですね、

予定してますということで答弁をさせていただ

いております。そこで、債務負担行為の内容に

つきまして、現在でわかる範囲内で当委員会に

まずは御説明をさせていただいて、委員会のほ

うの御意見をいただければと思っております。 

 ただいまから小橋課長が御説明しますので、

どうかよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○環境センター建設課長（小橋孝男君） 委員

長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、小橋環境セ

ンター建設課長。 

○環境センター建設課長（小橋孝男君） は

い。おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり） 

 それでは、今、部長のほうからありました進
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捗状況につきまして、それからスケジュールに

つきまして御説明をさせていただきます。座っ

て説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○環境センター建設課長（小橋孝男君） それ

では、お手元の資料の１ページ目、２ページ目

をお開きください。２ページ目の１項目目、環

境センター建設事業スケジュールにつきまして

ということで、資料の一番最後にスケジュール

をつけております。前回の本委員会の中で御説

明しました状況から変化があっておりますの

で、それも含めまして御報告と御説明を申し上

げます。 

 スケジュールの中で一番上の段の環境影響評

価、１０月２９日から１１月２８日までの評価

書の公告・縦覧を行っております。それが終わ

りますと、２段目の港湾計画の変更手続に入っ

ていただきますと前回までは御報告申し上げた

ところですが、県のほうと協議、それから県の

ほうから御連絡がありまして、港湾計画変更手

続にもう手続に入ったという御報告がございま

した。 

 これを受けまして、その後のスケジュールで

あります地方港湾審議会、それから県有地の取

得、それから国の用途変更、埋め立て竣工通知

手続、それから所管がえ手続、国有地の取得と

いうふうな手続に入ってまいります。 

 それと並行いたしまして、事業者選定委員

会、下から２段目ですが、事業者選定委員会の

手続ですね、事業者を募集する手続、それから

決定する手続を簡単に御説明いたします。 

 入札公告の書類を公告する前に１２月定例本

市議会で議決していただく項目がございます。

債務負担行為です。環境センター建設事業の事

業期間と、それから債務負担行為額ですね、額

と期間につきまして１２月定例市議会に提案を

したいと考えております。御承認いただきまし

たならば、入札公告書類の公告を打ちたいと考

えております。あわせて特定事業の選定も行い

ます。 

 入札公告を打ちますと、その後、事業者が応

募してまいります。それの資格審査を行いまし

て、それから資格審査を通過しました事業者に

つきましては、提案書の作成に入ります。大体

四、五カ月ぐらいかかるかと考えております。 

 提案書がまとまりましたところで、今度は落

札者の決定という手続に入っていくんですが、

ここでは来年の９月ぐらいを予定してるんです

が、事業者からのプレゼンテーション、それか

ら事業者選定委員会でのヒアリング、価格面と

非価格面につきまして、総合点で最優秀提案者

を決めていただきます。 

 落札者が決まりますと、基本協定を締結させ

ていただいて、その後、各契約に関しまして

は、仮契約を結びます。仮契約を結びましたな

らば、来年の１２月議会ごろですね、このころ

に本議会で御承認をいただきまして、本契約と

いう運びになってまいります。 

 契約をしましたならば、その後、事業者は実

施設計に入ってまいります。実施設計期間を大

体９カ月ぐらいと見込んでおります。 

 それから、計画通知、民間では建築確認と言

っておりますが、公共では計画通知と申します

が、建築確認がおりますと確認済み書がおりま

すので、おりまして、２７年度の２８年の２月

ごろ工事着手の運びとなります。そこから２６

カ月間の工期を要しまして、２９年度内の供用

開始を目指すというようなスケジュールとして

おります。 

 スケジュールにつきましては、以上でござい

ます。 

 続きまして、２項目めの、２ページに戻って

いただきまして、事業者選定に伴う入札公告書

類の内容につきまして御説明いたします。 

 まず、（１）番、入札公告書類の公表書類の

一覧を書いております。昨年の１０月に実施方
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針を発表いたしました。これにつきましては、

スケジュール等の変更がございますので、公表

する際は修正を行います。 

 入札公告書類の中身としまして、１番目から

１１番目までここに記載しております。読み上

げます。１点目、入札説明書、２点目、基本協

定書、３点目、基本契約書、４点目、要求水準

書、５点目、リスク管理方針書、６点目、事業

者選定基準書、７点目、建設請負契約書、８点

目、運営委託契約書、９点目、残渣運搬業務委

託契約書、１０点目、残渣資源化業務委託契約

書、１１点目、技術提案書の様式集です。以

上、１１項目につきまして、入札公告を行いま

す。 

 その下に特定事業の選定と書いてあります。

特定事業とはということは、ちょっと御一読い

ただければと思います。 

 ３ページに移ります。特定事業として選定す

るためには条件がございまして、次の２点を満

たすということになっております。これ、ちょ

っと長いですので簡単に申し上げますと、公設

公営と公設民営、今回、ＤＢＯ方式で発注しよ

うと考えております。で、そこの利点、向上、

効果、そういったものが見込めないと特定事業

としてはみなされないということを書いている

ところでございます。大体ＶＦＭで６.６％の

効果があると試算はしておりますものの、それ

をもとに特定事業として選定するということに

なります。 

 それから、５番目の事業者選定スケジュール

について御説明いたします。先ほどスケジュー

ルの中でも、本体スケジュールのほうでも御説

明いたしましたが、入札公告を本年１２月の定

例市議会御承認後に入札公告を公表したいと考

えております。事業者の募集要項の公表につき

ましても、同じ日程で進めさせていただきたい

と思います。事業者は、その後、その入札公告

書を見まして質問を行います。それに対する回

答も市のほうから行います。 

 それから、資格審査。条件を満たした事業者

につきましては応募申請をするんですが、提出

期限が来年の２月１２日ごろ、それから、資格

審査のその結果通知といたしましては２月の１

８日ごろというふうに、ここで参加者の確定が

行われます。 

 それから、技術提案書をそれから２月から５

月ぐらいまで作成していただきますが、それの

提出期限が６月末というふうに、⑩番のところ

が技術提案書と入札書の提出期限となります。

これが俗にいいます非価格要素と価格要素でご

ざいます。入札書といいますのが、見積金額を

書いた札でございます。 

 先に非価格のほうを審査していただきます。

⑫番ですが、来年の９月ごろ、非価格要素の審

査が終わりまして、点数が出た後に、今度は価

格審査の見積書を開札いたします。あわせて、

非価格と価格の合計点で最優秀提案者を決定し

ていただきます。 

 それから、１３番が、その総合評価の実施で

ございます。 

 １４番が落札者の決定をいたしまして、これ

は市のほうで最終決定をいたしますが、１４番

で決定いたしました後に、基本的な事項の事柄

につきまして、１５番で基本協定を締結いたし

ます。その後、１６番で運営事業者、２０年間

の運営を行っていただきます事業者の設立、会

社を起こしていただきます。ＳＰＣです。特別

目的会社を起こしていただきます。それが来年

の１１月ごろということ。 

 それから、仮契約がございます。基本契約、

建設請負契約、運営委託契約、残渣運搬などの

契約につきまして、まず仮契約を締結いたしま

して、１８番で市議会の御承認をいただいて本

契約という運びになってまいります。ちょうど

１年後ぐらいに本契約が全てそろうということ

になります。 
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 続きまして、４ページ目をお開きください。

４ページには、その応募者の参加資格要件を書

いております。①から⑨まで書いております

が、１番目は、応募者のうち構成員は、運営事

業者に出資を行います。 

 ２番目、応募者は、施工対象施設のプラント

の施工を行う企業の要件を満たす企業を代表企

業に定めます。 

 ３番目、応募者は、本事業の実施に際して、

設計、施工、運営、残渣運搬、残渣資源化のう

ち、主たる業務を請け負い、または受託する協

力企業を定めることができます。ただし、協力

企業は、施工対象施設のプラントの施工の主た

る目的を請け負いすることはできません。 

 ４番目、応募者は、応募に当たり、代表企

業、構成員及び協力企業を明らかにするととも

に、それが本事業の遂行上、果たす役割等を明

らかにします。 

 ５番目、代表企業、構成員または協力企業の

変更は認めません。ただし、特段の事情がある

と市が認めた場合は、この限りではないという

ことです。 

 ６番目です。構成員、または協力企業のいず

れかがほかの応募者の構成員、または協力企業

になることは認めません。ただし、残渣運搬事

業者及び残渣資源化事業者にあっては、この限

りではないということです。 

 ７番目です。構成員、または協力企業のいず

れかと会社関係に該当する各法人は、ほかの応

募者の構成員、または協力企業になることは認

めません。 

 ⑧番です。同一応募グループが、複数の提案

を行うことは禁止しております。 

 ９番目、構成員、または協力企業には、積極

的に地元企業を参画させることというふうに書

いております。 

 ７番目の落札者の審査及び選定基準につきま

しては、後ほど詳細に説明いたします。 

 それから、８番目の事業スキームについて、

次のページにつけております。企業の契約の種

類、それから進め方について、フロー図をつけ

ております。八代市が一番上にございます。そ

の左上にマテリアルリサイクル推進施設につい

てと管理棟の施工については、別途、市のほう

で発注いたします。 

 それから、マテリアルリサイクルの推進施設

と管理棟の運営につきましても、八代市のほう

で委託事業という形をとる可能性もございま

す。直営にやる可能性もございますが、まだこ

こは確定しておりませんが。 

 それから、八代市と市民との関係は、市民

は、ごみ処理手数料を支払って環境センターに

持ち込むと。それから、リサイクル業者は、マ

テリアル推進施設の売却収益分は八代市に収入

として入れる。それから、資源物の中に混入さ

れた物の不燃物につきましては、一部、埋める

物がございますということです。 

 それから、下の段に行きますと、先ほど説明

しました基本的な事項を結びます。基本協定を

まず結びます。その後、基本契約の中に建設請

負契約、それから残渣運搬業務委託契約、残渣

資源化業務委託契約、それから運営基本契約に

基づく２０年間の運営委託契約ということで、

四つの契約を基本契約として結んでまいりま

す。 

 それから、下のほうにはもっと詳しく書いて

ありますが、まず建設請負契約の中には、プラ

ントの設計企業があります。それから、プラン

トの施工企業があります。それから、建築の設

計企業があります。それから、建築の施工企業

があります。この四つのグループが建設請負契

約というふうになります。 

 それから、焼却に関しましては、残渣を運

ぶ、焼却灰を運ぶ委託契約がございます。 

 それから、残渣資源化は、その受け入れ先の

企業と契約を結ぶこと、資源化をする受け入れ
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先の企業と結ぶことになります。飛灰も契約書

が発生いたします。 

 それから、一番ピンク色で書いてあります一

番右側の特別目的会社、ＳＰＣといいますが、

それが運営事業者でありまして、これを２０年

間八代市と契約をするということになります。 

 それから、電気事業者。九電などの電気事業

者とは、環境センターでは発電を行いますの

で、その売り電収入につきまして、その特別目

的会社に収入として入れるということになりま

す。 

 それから、マテリアルリサイクル推進施設等

は、電力を供給いたします。 

 それから、八代漁協増殖センターには、温水

を供給いたします。 

 それから、資源化。スラグ、金属は売却収益

がありますので、溶融施設にあっては売却収益

を得ることができるということになります。 

 それから、一番下、施設の種類ごとの設計・

施工・運営の分担につきまして書いておりま

す。計量棟につきましては、設計が民間、施工

も民間、運営も民間です。エネルギー回収推進

施設も同じです。それから、マテリアルリサイ

クル推進施設につきましては、設計はＤＢＯの

民間が行います。それから、施工と運営につき

ましては、市のほうで行います。それから、管

理棟につきましては、基本設計のみをＤＢＯに

していただきまして、あと実施設計と施工と運

営につきましては、市のほうで行います。その

ような分担表でございます。 

 それから、一番下に書いてますが、米印が二

つございます。スラグ・金属の資源化は、ガス

化溶融方式、――シャフト式か流動床式の場合

に限ります。それから、ガス化溶融方式、――

シャフト式か流動床式の場合、焼却灰・飛灰

は、溶融飛灰と読みかえますということを説明

書きしております。 

 次のページ行きます。５ページです。入札説

明書の主要な項目をここに記載しております。

入札説明書には、１番から１３までの項目を記

載しておりますが、１項目めは事業の目的及び

施設整備の基本方針、５ページのほうに記載し

ております。これは、前回までの本委員会でも

御説明いたしましたとおり、八代市の方針でご

ざいます。①から④までの基本方針を示してお

ります。 

 それから、２点目、施設の概要につきまし

て。 

 ３点目、事業方式、今回はＤＢＯ方式で行い

ます。 

 ４点目、事業期間について記載しておりま

す。 

 ５番目、対象業務、――設計、施工、運営

等。先ほどのＤＢＯと市の内訳も記載しており

ます。 

 それから、６点目、市が実施する業務はどん

なものがあるかということを記載しておりま

す。 

 ７点目、入札手続等について。 

 ８点目、募集要項の公表です。 

 ９点目、入札参加資格に関する事項、提出物

等、それから同審査に関する事項について記載

しております。 

 （１０）番は、提案に関するプレゼンテーシ

ョン及びヒアリングの実施について記載してお

ります。 

 １１番は、落札者の決定方法に関する事項で

す。 

 １２番は、契約締結に関する事項です。 

 １３番は、その他の事項としまして、機種ご

との事業スキーム図を記載しております。 

 その下段に書いておりますのは、基本協定書

と基本契約書です。基本契約書には、先ほど申

し上げました①から④の契約の種類がございま

す。 

 続きまして、６ページです。（｢小橋課長、
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かいつまんでよかぞ」と呼ぶ者あり） 

 はい。次は、要求水準書について書いており

ます。ここが俗にいう工事の仕様書的なもので

すが、今回は性能発注で行うために、２方式３

機種に当たる概要について、それぞれの機種ご

とに市の方針、市の考え方、こういったものを

つくりたいという方針を固めております。 

 １番目が基本事項です。２番目が業務区分。

３番目が事業予定地。４番目からが、実際、具

体的な主要的なものを書いております。９番目

に運営業務について書いております。１７９ペ

ージです。その他、リスク管理書から技術提案

書様式集までを書いております。 

 この後、６番目の事業者選定基準書につい

て、少し詳細に説明させていただきます。７ペ

ージをお開きください。入札条件等の骨子をつ

けております。ここは、先ほどから申し上げて

ます八代市の施設整備の基本方針を書いたもの

です。 

 続きまして、８ページ、ここでは入札参加資

格要件を書いております。実施方針の１９ペー

ジの抜粋でございますが、（ア）から（ク）ま

で書いております。（イ）では、暴力団等の排

除措置に関する要綱など。それから（カ）で

は、次に示す者と資本面及び人事面において、

関連がある者でないことという要件をつけてお

ります。これは、アドバイザリーとして受けま

したエイト日本技術開発など、弁護士事務所、

それから、それと関係のある協力会社などの関

係会社、それから言い忘れましたが選定委員会

の委員、または委員が属する企業、これが関係

者であってはいけないということにしておりま

す。 

 続きまして、９ページです。個別の参加要件

資格ですが、これは実績を問うております。 

 ひし形の１段目ですが、平成１４年４月１日

以降で、以下の条件を満たす廃棄物処理施設

（エネルギー回収推進施設）の設計、施工、運

営の実績があることという条件をつけておりま

す。１日当たり、１炉当たり５０トンの複数の

炉ですので、２基以上の廃棄物処理施設の設置

実績があること。ですので、１日当たり１００

トン以上の実績というふうに捉えていただいて

結構かと思います。それで、提案する処理方式

は、２方式３機種と同じ処理方式の施設かつ発

電設備を有する施設と、こういった実績を問う

ております。 

 それから、一番下の３番目ですが、入札に参

加する応募者が１者である場合の措置ですが、

入札説明書の２７ページに記載しております。

談合防止等の観点から、入札は中止いたしま

す。ただし、参加後の審査によって落ちたもの

については、もう仕方がありませんが、参加時

点で１者である場合の話でございます。 

 続きまして１０ページは、落札者の決定方法

に関する事項を記載しております。ここは、事

業者選定委員会のメンバー、そのほかを書いて

おりますが、真ん中あたりになお書きがござい

ます。なお、応募資格者は、何らかの手段によ

り選定委員会の委員に関する情報を得るととも

に、当該委員に対し、本事業に関する問い合わ

せ等を行ってはならないと。接触を禁止してお

ります。 

 それから、１１ページです。落札者候補者の

選定につきましては、先ほどから申し上げてお

ります総合評価点で最も高いものを落札者候補

者といたします。 

 落札者の決定は、市が行います。総合評価、

審査、講評を踏まえ、落札候補者を落札者とし

て決定いたします。 

 契約の締結につきましては、先ほどから申し

上げております基本協定、基本契約ということ

になります。 

 続きまして、１２ページをお開きください。

ここでは、事業者の選定について、具体的に書

いております。 
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 １番目、評価点につきまして。総合評価点は

１０００点といたします。内訳は、非価格評価

点が６００点、価格評価点が４００点。このと

きの選択肢といたしまして、５対５から８対２

まで審査していただきまして、結果として６対

４、６００点対４００点ということで割合を決

めていただいております。総合評価方式を採用

することから、非価格評価に重点を置きました

ということです。 

 その非価格評価の内訳でございますが、配点

構成です。まず、大きく四つございます。 

 一つ目が、設計・施工段階で３４０点。審査

項目数１５項目、審査の視点数３２ポイント。

それから、運営段階で１２０点。審査項目６項

目、審査の視点数８ポイント。運営会社の安定

性等７０点。審査項目数３項目、審査の視点数

５ポイント。それから、地域貢献等７０点。審

査項目数３項目、審査の視点４ポイント。合計

６００点で、審査項目数が２７項目、審査視点

数４９ポイントでございます。 

 続きまして、１３ページです。３番目は、審

査項目の設定の考え方です。基本方針を重要視

しておりますが、４点目の配点の考え方、３０

点、２０点、１０点という配点を行います。３

０点の考え方につきましては、市の基本方針、

――先ほど資源の有効利用などを書いておりま

すあの基本方針にのっとりました関連する項目

が９項目、それから、地域貢献については２項

目、これ、合わせまして１１項目が３０点の配

点でございます。 

 それから、２０点の配点につきましては、提

案事業者のノウハウを競う項目として１１項

目。 

 それから、１０点の考え方につきましては、

環境アセスや他の要求水準の理解を確認する項

目。ここはもう法的な基準やアセスで決められ

たこと、固まったことなどを守る項目、それを

確認できる項目は５項目ということで、計２７

項目でございます。 

 続きまして、１４ページです。落札者決定の

フローですが、ここ、ちょっと大きな図面がご

ざいませんので、これで御説明しますのでちょ

っとわかりづらいかもしれません。１４ページ

ですが、三つ書いております。事業者選定委員

会、八代市、入札参加者ということで書いてお

ります。 

 事業者選定委員会では、左側の点線で囲まれ

ました入札公告書の審査をしていただいており

ます。これが終わりまして、入札公告書類につ

きましては、事業者選定委員会で協議しまし

て、市長のほうに決定していただいていきま

す。それから、債務負担行為の議会承認後に入

札公告書は公表いたします。 

 落札基準価格の設定につきましては、庁内で

関係課かいと協議いたしまして、最終的に市長

に決定していただきます。 

 それから、事業者選定委員会では、入札参加

の資格、入札公告を打ちましてから入札参加の

資格の確認。事業者は、入札参加申請を行いま

す。それを事業者選定委員会で参加の資格確認

を行います。 

 それから、技術提案書が応募者からありまし

てから、今度は開札１で、まず非価格要素のほ

うの審査をしていただきます。先ほどの６００

点の部分でございます。それから、業者はその

前に見積書、応札価格を出していただきます。

これが価格要素のほうです。非価格要素のほう

の審査が終わりましてから、採点が終わりまし

てから、見積書を開札して、総合評価点を算定

していただくという流れになってまいります。 

 落札者が決まりますと、市のほうで最終的に

決定いたしまして、事業者と仮契約を結び、市

議会のほうに最終的に契約を御承認をいただく

という流れになっております。 

 最後に１５ページです。予算措置につきまし

て、まず１点目が債務負担行為についてです。
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総事業費約２４０億円のうち、ＤＢＯにかかる

経費約１９６億円について債務負担行為の設定

を行うため、平成２５年１２月議会に提案を予

定しております。 

 債務負担行為額約１９６億円。これは、これ

まで１９０億円と言っておりましたが、消費税

法が変わりまして、３％分、５％から８％の３

％分、５億７０００万円を加算して１９６億円

としております。 

 債務負担行為の期間につきましては、設計か

らですので、来年の本契約の御承認後、平成２

６年度からＳＰＣの２０年間の運営期間を入れ

まして、平成４９年度まで、２４年間の期間を

設定しております。 

 最後のページをお開きください。１６ページ

です。総事業費２４０億円の概算内訳について

記載しております。①番がＤＢＯ分の内訳で

す。それから、②番がＤＢＯ事業以外で、市の

ほうで公設公営で設計や施工を行う部分です。 

 まず、①のＤＢＯ事業の分です。ちょっと項

目を読み上げます。エネルギー回収推進施設、

計量棟の設計・施工・運営。マテリアルリサイ

クル推進施設の基本設計と実施設計。外構工事

の基本設計と実施設計。管理棟の基本設計の

み。将来建てかえ用地の公園の基本設計のみ。

それから、国の土地の中に埋まってると考えて

おられます旧堤防の撤去費用、これは実施設計

と施工分。それから、造成工事。軟弱地盤です

ので、地盤改良を行います。地盤改良・調整池

は、実施設計と施工。最後に運営事業２０年間

分の費用も含めております。合計約１９６億円

としております。 

 それから、②番のＤＢＯ事業以外です。公設

公営につきましてですが、約４４億円を充てて

おりますが、マテリアルリサイクル推進施設の

施工、外構工事の施工、管理棟の実施設計と施

工、将来建てかえ用地の公園の部分ですが、実

施設計と施工、それから、用地取得費、国・県

合わせまして５.７ヘクタール分ということに

しております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。説明がおわ

りました。本件について何か質疑、御意見等は

ございませんか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 説明を聞きまして、ち

ょっと不安な点がですね、ちょっとありますの

で、三つほど、ちょっと意見を申し上げさせて

いただきたいと思います。 

 まず、喫緊の課題である事業でありますので

急ぐということはわかりますものの、まず、

国、県有地がはっきり、口頭では売却をすると

言ってありますが、その部分がまだ書面も交わ

してないということで、少し不安な部分があり

ます。１２月議会に債務負担行為を出されて本

当に大丈夫なのかというのが、まず心配の１点

目であります。特に、この中村市政になりまし

てですね、国と県が協力するような姿勢を見せ

ておりますが、今のこのタイミングですね、微

妙なタイミングだと思いますので、国、県を刺

激しないのか、その辺のところはもう１回、市

長と１回しっかりと精査をしてほしいと思いま

す。 

 大きな事業でありますので、我々議会もです

ね、また執行部も大きなやっぱり責任を持つだ

ろうというふうに思います。 

 それから、仮に債務負担行為が通るとすれば

事業が走り出していくわけでありますが、その

中でですね、まず１点目は、最終処分場、ま

あ、最終処分はしないということであります

が、再資源化、残渣が出ます。スラグとかです

ね。その辺の出口の問題ですね。どういうふう

になるのか。その辺も問題でありますし。 

 また、３点目でありますけれども、八代生活

環境事務組合が平成２９年の３月で最終処分場
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がしまいというでありましたが、きょう、確認

をしましたらですね、おおむね１０年から１５

年もつということでありまして、平成３１年ま

では大丈夫ですよという、きょう、確認をとっ

ております。その辺のところもですね、何で急

がれるのかなということであります。 

 それから、交付金のことでありますが、施設

の設備によっては２分の１、３分の１とありま

すけれども、その部分がですね、平成２６年

度、来年度のまず要望、国への要望額でありま

すが１１００億円でありますが、概算要求で５

７２億円ぐらいしか出ないだろうという予測が

新聞紙上に載っております。これもまた不安の

材料でありますし、また労務単価ですね。１５

％アップということで、これも職人の不足の解

消をしなければいけないということで１５％ア

ップということになっております。また、御承

知のとおり、建設資材等が大変不足をしており

ます。 

 そういうことで、合わせてもう１回、予算の

算定見直しですね。消費税も８％に上がります

ことから、しっかりやっぱり執行部で協議をし

ていただきたいと思います。私も喫緊の課題で

あるという、十分に認識をしておりますもの

の、もしということがありますので、国、県が

機嫌を損なうという言い方もちょっとおかしい

と思いますが、その辺のところはしっかり担保

をとられてですね、口約束だけでなく、しっか

りもう１回、市長のほうともしっかりと相談を

して進めてほしいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 何か執行部はござ

いませんか。 

○環境部長（宮川正則君） じゃ、よろしいで

しょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） 宮川部長。 

○環境部長（宮川正則君） 用地に当たりまし

て、国、県にですね、これまでもお願いしてま

いりました。中村市長誕生されまして、今、古

嶋委員からありましたけれども、国、県もです

ね、八代市に対しての協力についてはですね、

全面的に行うというようなお言葉はいただいて

おります。お言葉はですね。今は口約束です。 

 ただ、なかなかその内容についてですね、

国、県それぞれ議会等もございますので、事務

方のほうで一応予定してる内容について、八代

市に対して文書で、書面でですね、約束したい

とか、文書でお示しするということはできない

ということを言っておられますので、我々とし

ては、今、国、県が進められている内容、それ

をですね、確認をさせていただきながらです

ね、議会にもお話をさせていただいています。 

 先ほど、小橋課長が申し上げましたけども、

環境アセスの評価書の公告・縦覧が終わりまし

て、それを受けまして、県も国と協議をされま

して、港湾計画を変更、これについてですね、

手続を確実に入ったというですね、お話は聞か

せていただきました。それをもちまして、今

後、港湾計画もですね、順調に進んでいくとい

うことをですね、申しわけないんですけど、前

提とした形で今やらせていただいております。

その期間につきましては、先ほど御説明しまし

たあの期間、あれにつきましては、国、県がで

すね、現行の手続の中で最も時間を要した場合

にあの程度かかるという認識を我々は持ってお

りますので、それ以降に用地の取得が遅れると

いうようなことはないと思っております。 

 ただ、今、私は言葉だけで申し上げているの

が事実でございます。はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 古嶋委員、よろし

いですか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） その辺のところがです

ね、一番心配でありましてですね、よく口約束

は破れることがありますので、その辺のところ
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を一番心配するわけであります。 

 もちろん、私どもも精いっぱい、この件に関

しては協力をして、１日も早い建設になるよう

にこいねがっているわけでありますものの、た

だ、やっぱりこれだけの金を投入をするという

ことでありますし、そこが心配で申し上げてい

るところですので、先ほど申しましたことをし

っかりと市長とですね、もう１回、協議をされ

て、精査すべきところは精査をしていただきた

いと思います。 

 特に、今後２０年間の運営費用につきまして

は、まだまだ不透明な部分がありますので、そ

の辺のところもしっかりですね、御質問を出し

ていただければというふうに思っております。 

○委員（山本幸廣君） 委員長、よろしいです

か。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○委員（山本幸廣君） 関連で、今、古嶋委員

からの質問の中で、執行部にちょっとお聞きし

たいけれどもな。国、県の用地の５.７ヘクタ

ールというのは、もう進行しながらたい、ある

程度の確約というのはとっておかなけりゃ、こ

の計画が成り立たぬとよね。何年かけて国、県

に対してはね、その土地の回収についてはた

い、県を通じてからやっとるわけだいけんでか

ら、そら、書かれぬじゃなかったい。常識はず

れとるよ、県も国もさ、はっきり言う話が。何

のためにあそこを埋め立てしたっか。 

 県は、はっきり言ってからたい、大築島埋め

立てから全部、八代市にどれだけの議会をパニ

ックにさせてからね、議会で審議した経緯があ

りますよ。県は責任があるわけやけんでから。

そういうのを今さらになってから、こういう問

題をあんたたちがたい、そういうのをできませ

んとか何か、当たり前のこと書かせないかぬた

い、一筆。買うとだけんだから。売買契約書つ

くらないかぬたい、早く。常識、当たり前のこ

とですよ、それは。強く要望しとくけんでか

ら。 

 それと、同時に予算に関してもね、これは私

から今、言わないかぬかなと思っておったら古

嶋委員から言われたけんでから。予算に関して

も、農業団体でいえばマスコミ等が報じたよう

にね、補助金の上乗せたくさんあるわけよ。あ

なた方のこの補助金というのは、今、これだけ

のやっぱり国土強靭化を含めて、自民党政権の

中であれだけの予算づけを、経済の予算づけを

どんどんやってるじゃないですか。そういう中

で、国、県あたりは、やっぱり市長を頭にして

ね、上乗せ予算はできないのかと。特例債ばか

りでいいのかとなってくるわけよ。そこらあた

りをもう少し角度を変えてね、財政と一緒にな

って、市長と一緒になってたい。県も一緒よ。

その中でやっぱり補助事業の上乗せができるの

か、できないのかというのを精査しなさいよ。

そういうのを古嶋委員は、今、言われたと思う

とたい。そうしていかなければ。 

 それと１００億についてもね、年間５億とい

うひとつのたい。こういう状況の中で、今のこ

の経済状況の中で、それだけ予算が要るのか

と。２０年間でね、１００億を。そこらあたり

も精査せろと、今、古嶋委員が言われた。私

は、前からそう思うとったよ。業者が変われば

また違うわけだいけんでから。 

 そういうのを含めて、莫大な予算の中でうち

の財政状況を見て、２７年からどれだけと思う

ね。特例債が終わってしもうたら、あとは交付

税なんかでは３５億減ってくるとよ。３５億減

ってきたなら、何をすべきか。財政は大変苦し

くなってくっとだけん。何にもできない時代に

入ってくっと、地方は。地方に交付税の上乗せ

やってくることはなかわけだいけんでから。な

あ、農業団体がつぶれていくわ、ＴＰＰでね。

それ、誰がはっきり言ってから、税収をふやす

と八代市は、財政状況の中で。そういうのを、

やっぱりこれだけの莫大な予算を抱えるところ
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の部署についてはたい、やっぱり予算関係も含

めて、検討するときには頭にはしっかりね、予

算をまずは。つくるのは簡単です。あとは、し

わ寄せは市民だけんでから。ということで強く

要望して、何か反論か意見があれば、ちょっと

言ってよ。何もなからぬばよかけんでから。 

○委員長（成松由紀夫君） 何かありますか。 

○環境部長（宮川正則君） はい。今あの、委

員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、宮川部長。 

○環境部長（宮川正則君） はい。今、山本委

員のありがたいですね、御意見いただきまし

た。私どももですね、実際、事業費につきまし

ては、とにかくコストをなるべく下げるという

ことは前提に考えております。 

 しかし、今回の事業方式がＤＢＯ方式ですの

で、事業者から提案を受けるということなもん

ですから、設計とかが基本的にできないもんで

すから、まず内容についてのですね、予算の総

額の精査というのがなかなかしづらいところで

ございます。ただ、そういった観点からします

と、逆に事業者のほうが現行の、例えばこれま

での実績に応じた形のですね、八代市にふさわ

しい提案、これをやることによりまして、全体

としてですね、効率的なものができるという概

案はいただいております。 

 そういったことをですね、逆に言えば議会に

御説明するときに裏づけをできるような内容、

そういったものはですね、さらに我々としまし

ても研究しまして、またお示ししたいと思って

います。 

 一方、もう１点なんですけども、国、県への

最終的な財源としての要望、これにつきまして

は先ほどお話がありましたように、２５、２６

年度につきましては、国が当初確保した予算、

それを超える事業量があったということで減額

をされるというようなマスコミ報道等もあって

おります。そこで、今後も八代市がこの事業を

進めるに当たりまして、確実にその事業がまず

予定した交付金については確保できることが大

事だと思います。 

 次に、今ですね、やっぱり市町村がですね、

こういう準備をやっておりますので、それに対

して国はですね、さらなる支援、そういったも

のをしていただけるかどうか、そういったこと

もあわせてですね、やはり市長と協議をしまし

て、国等にですね、要望していきたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、よろしいで

すか。山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 頑張れ、頑張れ。もう

それしかなかけん。 

○委員長（成松由紀夫君） 委員長からですけ

ども、今、両元議長からお話があったようにで

すね、もう３点、ポイントを言われたですね。

国、県の用地がしっかり確保できてるのか。そ

れとあと、事業入札説明書の基本方針、できる

限り最終処分をしないというところの不安定な

出口の問題は、本当に大丈夫か。それと、今一

番大事なごみ焼却場の国の交付金が、環境省が

今、追いついとらぬ。それと資材不足、それと

労務単価の１５％アップ、その辺の積算根拠を

も含めて、試算をしっかり、また市長と協議さ

れて、練り直した上で、その債務負担というも

のも含めてですよ、しっかり考えて、また委員

会なり、報告していただかないと。そこら辺

は、ほら、協力しないじゃなくて、協力するん

だけれども、しっかりそこは精査せぬととい

う、今、用心してくださいよという両委員のア

ドバイスですので、ぜひそこら辺は精査して、

もう１回、報告をいただきたいと思います。 

○環境部長（宮川正則君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 
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○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 関係する内容にはなる

んですけど、１６ページの中で２４０億円の概

算内訳について、ＤＢＯ以外の公設公営の部分

について４４億円ということで、６億円です

ね、当初の計画からすると下げられたというこ

とですよね。下げられたんだけど、支出として

は、消費税の分も単純に上がっていくわけです

ね。その分が６億プラス、その消費税の分が結

局予算がなくなったと言いますか、余計払わな

いかぬようになったわけですけども、そういう

中で、どうも施設がですね、お金が先に走っ

て、本来必要とされる施設建設ではなくて、財

源に合わせた施設建設になってしまうんじゃな

いかなというふうな思いが、今してるんです

よ。 

 これまで、マテリアル施設なんかについて

も、具体的に計画が示されておりませんので、

その点について、どのようなお考えでいらっし

ゃるのかというところを。 

○環境センター建設課長（小橋孝男君） 委員

長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、小橋環境セ

ンター建設課長。 

○環境センター建設課長（小橋孝男君） は

い。確かに財源枠が先にありまして、その中身

については後づけという形をとらざるを得ませ

んでした。 

 実は、工程表を見ていただくとわかるんです

が、ＤＢＯの事業者が決まってからＤＢＯ分の

設計が始まります。今回の工事の特徴は、炉の

入ってる工場、それからマテリアルリサイク

ル、それから管理棟部門、この三つの建物を同

時に立ち上げようと考えております。そうした

ときに、設計は用意ドンでスタートは一緒にし

ないといけませんので、設計はそのＤＢＯ事業

者が始まってから、管理棟につきましては、マ

テリアルとか炉の入った工場棟が、その設計が

まとまりましてから、設計がスタートすると同

時に管理棟の設計も始めるということですの

で、設計は、その事業者が決定した後、その提

案した金額で事業者が設計するということにな

ります。 

 ですので、この設計内容については、処理能

力は決めているものの、マテリアルにつきまし

ては１日１８トン程度処理できると。資源物を

処理できるというふうな工場をつくりたいんで

すが、そこが、そのポイントしか今のところ決

まっておりません。設計につきましては、ＤＢ

Ｏ事業者にマテリアル分の実施設計をさせます

ので、その落札後に設計が開始されると。 

 ５０億という金額を当初出しましたときに、

概算では、つかみではあるんですけども、他の

自治体の事例を見て概算事業費を決めたところ

でございます。ですので、６億円落ちたから、

急遽、中身が全部変わるかということではない

んですけども、もちろん落ちた分だけ設計内容

は変わっていかざるを得ないんですが、１８ト

ンを処理する能力は維持しながら設計を行って

いくという形になります。 

 答えになったかどうかわかりませんが、その

ような考えでおります。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） いろいろと御説明いた

だいたんですけど、以前からも早くこのマテリ

アル施設あたりの具体的計画に入ってほしいっ

ていう話もあってたと思うとですよ。余りにも

この概算事業費というのが、エイヤ過ぎるなっ

て改めて思います。 

 先ほど、ほかの委員さんからも事業費の精査

という部分がありましたので、その点について

は、また強くですね、要望しておきたいという

ふうに思います。 

 それからもう１点、すいません、あるんです

けど、入札行為の中でですね、９ページ、入札
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に参加する応募者が１者であった場合、談合防

止の観点から、入札は中止ということで書いて

あります。通常の入札の場合、たしかこういう

場合、入札やり直しの場合は、当初入られた指

名業者さんというか、企業さんというのは、入

札に参加できぬような状況に、たしかなったと

思うんですが、今回、この場合というのは、や

っぱり次の入札への参加を停止されるんです

か。 

○環境センター建設課長（小橋孝男君） 委員

長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、小橋課長。 

○環境センター建設課長（小橋孝男君） 今、

大倉委員のほうから、通常の公共工事の場合

に、１者だけで、あとは全部辞退したという

形、指名競争の場合ですね。その場合に、辞退

した場合は、そのまま行われるケースもござい

ます。 

 それからもう一つは、業者を変えるか、内容

を変えるかという二つの方法がございます。設

計書の見直しを行って、予定金額も変えて、同

じメンバーで臨む場合もございます。ですの

で、それは不落の場合ですけども、応募者数に

つきましては、大体指名業者が１者だけの場合

でも行われているのが現状かと思います。 

 ただ、今回の場合は、その応募者が１者の場

合に、その１者が資格を満たしてたという場合

は、ただ手続上やり直すということで、内容見

直しになろうかと思います。予定価格の変更で

あったり、内容の変更であったり、そういった

ことでもう一度、募集をし直すという形になろ

うかなと思っております。 

○委員長（成松由紀夫君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、どうぞ。 

○委員（大倉裕一君） ２６年度になっていく

と、企業さんがですね、かなり、企業さんと言

いますか、環境センターの建設事業というのが

全国各地で行われるような状況になってくると

いうことからすると、談合はないとしながらも

ですよ、ほかの自治体の件名に入札をしに行く

というようなことも可能性としてはあるのかな

というふうに思われますんで、そのあたり、何

と言うんですかね、担当課のほうでしっかり選

定委員会さんとか、入札の担当課とかですね、

そちらのほうとしっかり検討を進めとっていた

だきたいというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） いいですか。 

○委員（大倉裕一君） 要望でいいです。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

 ほかにございませんか。（｢なし」と呼ぶ者

あり） 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） 繰り返しになるかもし

れませんが、私としてもお聞きしたい点があり

まして、用地取得ができていないという状況の

中で、それから先ほど書面も交わしていない

と。口約束だったというような、今がそういう

状況の中で、この計画書が立てられてますよ

ね。で、１２月に債務負担行為というのはもう

きちっと入ってるんですけども、ここはそんな

に急がなければいけないんでしょうか。何か理

由があるんでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） それは、２９年３

月ということの、ゴールの部分ですか。 

○委員（前川祥子君） いやいや、債務負担行

為が１２月。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。債務負担の

分ですね。はい、債務負担の部分について。 

 はい、宮川部長。 

○環境部長（宮川正則君） 債務負担行為の時

期につきましては、先ほど小橋のほうから事業

スケジュール御説明しましたけども、これ、基

本的に我々、直接ですね、事業者から全部詳細

に設計の内容はわかりませんので確認とってお
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りませんけども、これまでの施工実績、これま

での施工実績からしますと、八代市のこの事業

規模であれば、大体おおむね３年程度見ておか

なければ確実な施工は無理でしょうというふう

な傾向がございます。まず、その傾向を踏まえ

た形でですね、まず、予定を立てさせていただ

きました。３年という事業期間はですね。 

 ただ、それはあくまでもですね、事業者とし

ての希望の部分なもんですから、そこについて

は一定の短縮はできるというふうな感覚を持っ

ております。ただ、その感覚がどこまでできる

かというのは、なかなか現状では把握しづらい

部分がございます。 

 一方では、計画の予定地では、地盤も軟弱地

盤ということで、その地盤の最終的なやはり補

強といいますか、地盤改良、こういったもの、

全体の基礎部分の部分を考えますと、やはり一

定のですね、工事期間というのはプラスされる

と思います。そういったものを総合的に勘案し

ますと、おおむね大体これくらいの、約２年８

カ月ですか、この程度の期間が要るということ

で、２９年度末の供用開始ということになりま

すとこういうようなスケジュールになるという

ような形で考えております。 

 一方、委員の御質問はございませんでしたけ

ども、今の清掃センターは、じゃあ、いつまで

もつのということになります。現行でいきます

と、これはいつまでもつかということは、我々

は一切把握できません。現行でも３８年を迎え

ておりますので、委員さん方も直接ですね、現

場を見ていただいてわかると思いますけども、

炉本体についてはですね、ほとんど触っており

ません。炉の内側の内壁でありますとか、周辺

機器については手を入れてますけども、通常の

骨組みの部分ですね、軀体といいますけども、

その軀体部分もですね、相当の腐食が進んでお

りまして、実際、現行の運転状況でどこまでそ

の軀体がもつかということはですね、もう現場

の担当者もですね、明確には何も言えません

と。いつ壊れるかとか、その想定もできません

という状況ですので、それらをですね、問題に

ならないように点検をしながらですね、必要な

部分、手を加えておりますけども、それらを全

部見ますと、現行で大体、２４年度ベースで決

算のベースを見ますと、大体、高度排ガス用の

ですね、工事を除いて、管理費が大体約９億３

０００万ぐらいかかってます。それプラス、今

度は新たにですね、手を加えることが必要にな

ってきますので、予定としては、現行でです

ね、炉の本体を少し触ろうとしたら、最低でも

１億５０００万、または躯体を触ろうとした

ら、場合によっては１０億近く金がかかってく

ると思っております。そういった幅は広うござ

いますけども、そういった非常に心配もござい

ますので、それらを避けるためには、なるべく

早く環境センターを運転したいというのが我々

のですね、本当の思うところでございます。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 前川委員、よろし

いですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。執行部の思いは

非常にわかります。今の現状もわかりました。

２年８カ月必要だというその自体もよくわかり

ました。 

 ただですね、場合によっては短くできる可能

性もあるというふうにおっしゃいましたからで

すね、今のこの現状の中で急いで県や国に対し

て逆なでするようなことがあれば、もう２９年

の３月、その計画自体こそなくなる可能性もあ

るというようなふうにも感じます。ぜひ、やっ

ぱりこの点はですね、やっぱり慎重に。ぜひ慎

重に。ここまで来たんですから、慎重にやって

いただきたいなとそう思います。 

 以上です。 
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○環境部長（宮川正則君） ちょっといいです

か。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、宮川部長。 

○環境部長（宮川正則君） 国、県への用地に

ついてのお願い、これにつきましては、我々も

国、県の御意向をですね、十分常に伺いながら

ですね。 

 例えば、国、県の御意向はですね、市と逆に

ならないように、それだけは十分に注意してま

いります。また、中村市長からもですね、同様

な御指示を受けておりますので、市長とともに

ですね、国、県についても十分ですね、御説明

をし、御理解をいただきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

 今、大倉委員からありました入札応募者の問

題、そしてまたこのＤＢＯ事業以外のマテリア

ル云々の事業費の問題、そしてまた前川委員か

らの御指摘ですね。そもそも１２月債務負担、

――皆さん、古嶋前議長、山本前議長の話もで

すね、いよいよ債務負担を打てば事業が走り出

すよと。走り出すよということだから、執行

部、腹くくってよろしく頼むよというようなと

ころでありますので、きょう出た御意見をしっ

かりまた市長に持ち帰っていただいて、しっか

り執行部で練り直して、１２月、また出す、出

さないも含めてですね、しっかり研究して、ま

た委員会に報告してください。 

 ほかに何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上で

八代市環境センター建設事業の進捗状況につい

てを終了いたします。 

 ほかに当委員会の所管事務調査について、何

かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

本日の委員会の日程は、全部終了いたしまし

た。これをもちまして建設環境委員会を散会い

たします。 

（午前１０時５８分 閉会） 
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